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1　は　じ　め　に

玄米の窒素濃度は気象や土壌型，品種，施肥法等で大き

く変動する2）。また，基肥より追肥の時期や量の影響が大

きく3），玄米の窒素環度の上昇を抑制しようとすれば収量

の停滞を招き易い。本報告では収量向上と玄米窒素濃度の

上昇抑制を目的に．ササニシキにおける追肥時期の違いが

収量と玄米窒素濃度に及ぼす影響を，県内6地区，4土壌

型で1990．’91年の2年間検討した。

2　試　験　方　法

田植時期や基肥施肥量及び栽植密度は農家の慣行とした。

2年間の平均値は表1のとおりである。施肥量や栽植密度

等ははぼ県内の平均に近いが，田植日は土壌型で10日前後

の差があった。用水の関係や農家の作業事情によるもので

あろう。6月中旬に生育を調査し，平均値に近い株を選び

砕く30cm×15cm）を打ち込み1枠1株の3反復とした。さ

らに枠埋設付近10m四方をェスロン板で囲み，枠の外側全

休に減数分裂期に窒素2kg／10a相当量をNK化成（C68）

で施用した。枠内の追肥時期は幼穂形成期（7／6），減

数分裂期（7／22），穂揃期（8／8）とし，各時期に窒

素2kg／10a相当量を5．1atom％の垂窒素硫安で施用した。

表1試験設計（短／10a・平均値）

土壌型　　田植日
栽植密度　　　基肥施肥量
（株／ポ）　N P K

黒泥土　5／4　　22．5　　4．0　　8．8　　8．3
グライ土　　5／14　　20．7　　4．2　　6．5　　5．6

強グライ　　5／6　　22．2　　3．3　　4．5　　5．1
泥炭土　　5／15　　22．2　　5．0　　7．5　　5．8

3　試験結果及び考察

（1）収量・収量構成要素：収量と収量構成要素は図1に

示した。収量は黒泥土＞グライ土＞強グライ土＞泥炭土の

順であった。これらは1株当たりからポ当たりに換算した

ので，坪刈り収量レベルより大幅に高くなっている。

黒泥土では穂数増加が，グライ土は豊熟歩合の向上が増

収の主要国で，泥炭土では豊熟歩合の低下が減収要因となっ

ている。黒泥土では株数，籾数が著しく多く登熟歩合も高

いが，試験期間中の著しい好天を反映したものであろう。
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図1収量及び収量構成要素

（注）1
2

3

幼穂形成期追肥

減数分裂期追肥
穂揃期追肥

追肥時期別では幼穂形成期追肥区が高く．次いで減数分

裂期追肥＞穂揃期追肥の傾向であった。しかし，泥炭士の

みは稔揃期追肥の収量が最も高く，他の土壌型と異なった。

この閲場は日減水深が殆ど無いので．夏期の高温が根腐れ

を助長し，幼穂形成期，減数分裂期追肥の窒素吸収低下を

招き豊熟歩合の低下に影響したと考えられた。

（2）全窒素の吸収量と移行率：成熟期の窒素吸収鼻と玄

米への移行率，玄米窒素濃度等を表2に示した。稲体全零

素吸収量は強グライ土＞グライ土＞黒泥土＞泥炭土の順で

あった。稲体全窒素吸収量と玄米の全窒素吸収量の割合，

つまり玄米への全室素移行率は60％前後であり，黒泥土，

グライ土ではやや高く．土壌型での差が認められた。

しかし．追肥時期との関係は判然としなかった。

（3）玄米窒素濃度：宮城県のササニシキでは食味に影暫

する玄米窒素濃度は，年次により多少変動するが概ね1■3
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表2　成熟期窒素吸収量・移行率・玄米窒素濃度

土壌型
追肥　吸収量（g／ポ）移行率　玄米肇
時期　　全体　　玄米　（％）　素（％）
幼形　　9．9　　6．5　　　65　　1．07

黒泥土　　減分　　9．7　　6．4　　　66　　1．13
穂揃　　9．6　　5．9　　　61　1．15
幼形　10．2　　6．3　　　62　　1．09

グライ土　　滅分　　9．7　　6．1　　63　　1．13
穂揃　10．1　6．2　　　61　1．19
幼形　11．8　　7．0　　　59　　1．16

強グライ　　減分　10．9　　6．3　　　58　　1．21
穂揃　11．5　　7．2　　　62　　1．20
幼形　　9．4　　4．8　　　51　1．10

泥炭土　　滅分　　8．7　　4．9　　　56　　1．12
穂揃　　9．7　　5．3　　　55　　1．16

注．幼形二幼穂形成期　減分：減数分裂期
穂揃：穂揃期

％以上と見られている。表2の玄米窒素濃度は1．1～1．2％

の範囲であり，各土壌とも食味に影響する濃度にはなって

いないが，土壌型別にみると強グライ土が点も高く，次い

で，グライ土，泥炭土，黒泥土の順であった。特に強グラ

イ土の減数分裂期，穂揃期追肥とグライ土の穂揃期追肥は

かなり高い窒素濃度となった。

次に追肥時期別にみると幼穂形成期＜減数分裂期＜穂揃

期追肥の帽に高まる傾向が明らかであった。したがって．

グライ土，強グライ土の減数分裂期以降の追肥は年によっ

ては食味低下が懸念され，土壌窒素発現特性に対応した施

肥法が必要と見られた。

（4）追肥窒素の利用率と移行率：追肥窒素の利用率と玄

米への移行率は図2に示した。前ら1）は東北地方における

追肥窒素の利用率を集計し，幼穂形成期追肥で48－50％，

減数分裂期追肥で約45％，出穂期追肥は30％程度で，追肥

時期が遅いほど利用率も低く，吸収期間も短くなるとして

いる。本試験の結果は泥炭土壌でバラツキがあるが，追肥

時期毎の利用率は幼穂形成期追肥で45％前後．減数分裂期

追肥は40％前後，穂揃期追肥は30－36％程度であり，上記

に近くはぼ妥当な結果と見られる。中干し後は間断踵水に

移行する。その結果，脱窒鼻が多くなること，東榎による

窒素の取り込み，根の活力低下などから遅い追肥ほど利用

率が低下するものと見られる。窒素利用率の土壌型による

差は泥炭上域を除けば殆ど認められなかった。
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図2　追肥窒素の移行率と利用率（成熟期）

追肥窒素の玄米への移行率は幼穂形成期追肥で約65％，

減数分裂期追肥は約70％，穂揃期追肥は約80％程度で，遅

い追肥程高くなり，土壌型による差は認められなかった。

4　ま　と　め

土壌型と追肥時期が玄米の窒素濃度に及ぼす影響を検討

したが．グライ土，強グライ土での減数分裂期以降の追肥

は食味低下が懸念された。収量向上と良食味米生産両立の

ためには幼穂形成期など，早めの穂肥が妥当と判断された

が，倒伏等の危険もあり．土壌窒素発現特性に対応した施

肥法が重要と考えられた。
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